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1　学校に来るのが　楽しいです。 69% 26% 5%

2　授業が　よくわかります。 64% 34% 2%

3　みんなで　何かするのは　楽しいと　思います。 87% 12% 2%

4　仲のよい人から頼まれても　正しくないことは
　ことわります。

74% 24% 2%

5　わたしは　みんなが仲良くなれるように　自分から
　はたらきかけることができます。

57% 37% 6%

6　今の自分が好きです。 52% 37% 11%

1　友だちのことで　困っていることがあります。 8% 0% 92%

2　友だちに　たたかれたり　けられたり　強く押され
　たりした。

6% 0% 94%

3　友だちに　暴力ではないが　いじわるをされて
　いやな思いをした。

7% 0% 93%

4　周りで　困っている人を　見たことがあります。
（ぼうりょくや悪口、いじわるをされている人）

8% 0% 92%

5　暴力や　いじわるなどで　友だちにいやな思いを
　させた。

4% 0% 96%

6　無料つうしんアプリ　SNS　メールでのトラブルが
　ありました。

1% 0% 99%

1　クラスの人といつも仲よくしています。 81% 18% 1%

2　クラスの人の役に立っていると感じています。 40% 49% 11%

3　クラスの人といっしょにいるとき　相手の気持ちを
　考えて行動しています。

65% 31% 4%

4　クラスの人がこまっている時　助けてあげたり
　誘ってあげることができます。

72% 25% 3%

5　クラスの人が失敗したとき　はげましてあげる
　ことができます。

75% 22% 3%

6　クラスの人が何かうまくできたとき　ほめることが
　できます。

82% 16% 2%
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心と体の元気調べ（３学期）を実施しました この「心と体の元気調べ」は、学期に１回、

子どもたちの学校生活の様子を把握するために行うアンケートで、項目を選択する部分と、自由

に記述する部分があります。３学期も２学期同様に１～６年生で実施です。「いじめアンケート」

を兼ねており、子どもたちが抱えている悩みなどを、このアンケートからすくい上げ、指導に生

かしています。以下に、集計を「表」と「グラフ」で表し、その考察を右面にお示しします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※割合は各々四捨五入しているため、合計 100％を超えることがあります。 

＜自分自身について＞  

「１」では、「そう思う」が３ポイント増えました。たいへん嬉しいことですが、令和 5 年度

は、「そう思う」をもっと増やし、「そう思わない」を０に近づけたいと思います。 

「２」では、「そう思う」が５ポイント増え、「そう思わない」が３ポイント減りました。学校

教育目標の「学び合い」や、授業の工夫改善を進めてきた結果が形になってきたようです。 

「４～6」では、「そう思わない」が、それぞれ２～３ポイント減りました。特に「５」では、

「そう思う」が５ポイント増えました。行事等で、「成功経験」「成長を感じた経験」を重ねてき

た成果がでてきたと考えますが、自己肯定感や自尊感情を高め、自信をもってチャレンジできる、

自信をもって「今の自分が好き」と言える子に育って欲しいものです。 

 

＜いじめのこと＞  

今年度は、くつかくし等の最後まで誰がやったかわからない事案が、１・2学期にかけて例年よ

り多く生起し、された子はもちろんですが、クラスみんなが嫌な思いをすることが多々ありました。

「１～４」は、「そう思う」が、１・２学期ともに10％を超えていたのですが、3学期は一桁でそ

れぞれ４～７ポイントも減少しました。3学期に入り、一昨年から市全体で取り組んでいる「いじ

め防止教育」の効果がようやく出てきたのではないでしょうか。 

選択・記述ともに、いじめ等については、本人に内容を確認し、過去のことや既に解決している

ことなどもありますが、必要があれば関係した子どもからも聞き取り、本人の保護者や相手方の保

護者にもお伝えしています。今後も、保護者のみなさまで、ご家庭で気づいたことがありましたら、

まずは、担任にお知らせください。 

 

 

 

＜クラスの人のこと＞  

「１・３・５」の「そう思う」が、それぞれ3ポイント増加しました。様々な行事等が再開さ

れ、時には意見の相違もあるようですが、子どもたちは、集団の中で様々な課題と出会いなが

ら、少しずつ自立し社会性を育んでいるようです。 

「２」は１学期から低い値ではありますが、「そう思う」が２学期に６ポイント、３学期に１ポ

イント増加しました。学校教育活動での行動が、友だちやクラスの役に立っていることに気づき、

自己肯定感、自尊感情につながり始めている子どもたちが増えているのではないかと推測します。 

できる限りそっと見守りたいものです。 

吹田市教育センターでは「いじめのなやみ相談専用ダイヤル」（０６-６３３７-５４１１）を設けています。 
対象：本人・保護者  日時：月～金曜日（年末年始・祝日は除く）及び第３日曜日の９時から１７時 


